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明治初期における「非行少年」の処遇
一少年保護以前（その 1)
ーはじめに一
本稿は、 「少年保護の思想と制度」 （仮称）
と言う主題で進めつつある研究の一部である。
上記仮称の研究は、わが国における少年保護の
思想と制度化の変遷を跡付けることによって、
小山孝直
た。例えば、 1868年1月の三職七科制では刑法
事務科、同年2月の三職八局制では刑法事務局、
同年閏4月の太政官制では刑法官であり、翌年
には刑法官に換えて刑部省が、 1871年にはこの
刑部省が廃されて司法省が設置されている。そ
現行の少年保護制度の理念をとらえ返し、現状 して、 1873年には内務省が設置され、以降、内
を照らし出し、少年法改正論議に対する一定の 務、司法の両省が刑事政策を任うこととなる。
視座を得ることを構想している。この構想の一 両省の関係は円滑なものではなかったが、これ
部分を為す本稿は、少年保護以前とでもいうべ
き時期、特に、わが国の最初の近代刑法である
旧刑法制定 (1880年）迄の時期に焦点を置いて
おり、先の構想の導入の役割を果たすものであ
る。
なお、本稿にいうところの「処遇」とは、犯
罪者集禁施設における「取り扱い」と言う意味
とともに、刑事政策における「取り扱い」とい
う意味をも含んでいる。
I. 明治初期の刑法典と「老小廃疾」規定
はまだ後のことである。
とまれ、社会情勢の点でも、国家機構の点で
もきわめて不安定なこの時代、新政府の刑事政
策の基本が如何なるものであり、また、未成年
犯罪者に対する処遇方針は如何なるものであっ
たのか。次に引用するのは、 1886年10月晦に新
政府が行政官布達によって示した新律制定まで
の用刑の心得方である。
「王政復古凡百之事追々御改正二相成、就中
刑律ハ兆民生死之所係速ヤカニ御驚正可被為在
之処春来兵馬控惚国事多端未夕藍正二暇アラス、
「王政復古の大号令」の下に封建的政治制度 依之新律御布令迄ハ故幕府へ御委任之刑律二例
に代えて中央集権的政治制度の確立を目指した リ、其中礫刑ハ君父ヲ試スル大罪二限リ、其他
維新政府には焦眉の課題が山積していたわけで 重罪及焚刑ハ果首二換へ、追放所払イハ徒刑二
あるが、旧幕勢力の一掃と治安の確立、条約改 換へ、流刑ハ蝦夷地二限リ、且盗窟百両以下罪
正に備えた法制の近代化なども重要な課題で 不至死候様略御決定二相成候尤死刑ハ勅裁ヲ経
あった。しかし、 「王政復古」、つまり、神武 候条府藩県共刑法官へ可伺出、且総テ粗忽之刑
創業への復古が理想とされたが如く、明治新政 罪有之間敷事・・・・・。
府は、 1885年の内閣制度採用迄は大時代太政官 要するにく刑律は万民の生死に係わる事であ
制であった。もっとも、時代は「復古」を許さ り、速やかに改革しなければならないが、軍事
ず、欧米列強の圧力と危機意識の下に急速な近 面で多忙であり、当面は旧幕府の刑律によるが、
代化を余儀なくされ、従って、太政官政府は官 適用上は次の点を考慮せよ〉ということである。
制を度々改正せざるを得ず、これに伴って治安 ここでは、残虐な刑罰の適用抑制が目を引くが、
確立、法制近代化を任う部局も安定を欠いてい これは、諸外国の評価を意識しつつ、人心収攪
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を企画したにとどまり、当時の新政府は、例え
ば、五榜の高札 (1868年）において居住地から
の農民の脱走や徒党、強訴、逃散を禁じ、キリ
スト教を禁制（解禁は1873年）とするなど、旧
幕府の施策を少なからず踏襲しており、独自の
施政方針を打ち出すには至らず、これは刑事政
策の面でも同様であり、従って、ここからは未
成年犯罪者に対する新政府の独自の姿勢をうか
がうことはできない。
もっとも、これと並行する形で政府部内の刑
法典が存在している。 「仮律」ないし「仮刑
律」といわれるものである。これは、地方から
の問い合わせに対する政府の指令の準則として、
刑法事務科時代から刑法官時代に至る迄の間に、
養老律、唐・明・清律、公事方御定書、等々を
参考に編纂され、修正が繰り返されたものであ
り、公布されたものではない。ここでは、刑罰
を「笞、徒、流、死（絞首、斬、果首。例外的
に、礫、焚刑）」に整理しつつ、老齢者、幼年
者、障害者の犯罪についての特別な規定を設け
ている。
即ち、 「老小廃疾犯罪」の下りには、 「凡七
十以上十五以下及ヒ廃疾之者流罪以下ヲ犯スハ
贖ヲ以テ宥之死罪ヲ犯スハ当罪ヲ以テ論決若八
十以上十歳以下篤疾之者人ヲ殺応殺モノハ議擬
奏聞上裁ヲ仰グ其余犯罪ハ皆座セズ九十以上七
歳以下ハ死罪ヲ犯ストイエドモ刑ヲ加工ズ若教
令スル者アラハ其者ヲ以罪二座ス若粧有テ償フ
ヘクハ駐ヲ受ルモノ令贖之」と規定されている。
そして、 「罪ヲ犯ス時幼小ニシテ事発スル時長
大ナルハ俯幼小ニヨッテ論ス」と「行為時主
義」を採用し、更に「七十以上十五以下若ハ廃
疾病患アルモノ拷問ヲ許サズ」と「老小廃疾
者」への拷問を原則的に禁止している（なお、
仮刑律では、廃疾の者とは「一手一足及ヒ腰脊
ヲ折保儒聾唖等ノ類其余疾病有テ笞責二堪エサ
ルモノ」であり、篤疾の者とは「両眼ヲ睛シ両
肢ヲ折リ顛狂灘瀬等ノ類」である）。
新政府は、かかる仮律（仮刑律）によって地
方からの問い合せに対応しつつ、 1869年3月頃
には刑法官（後、刑部省）に委員を任命し、刑
法典の編纂を準備。そして、同年9月の天皇の
下問「我大八州ノ国体ヲ創立スル速古ハ措テ不
論、神武以降二千年寛恕ノ政以テ下ヲ率ヒ、忠
厚ノ俗以テ上ヲ奉ス。・・・・・頃者刑部新律
ヲ撰定スル時、例テ絃旨ヲ体シ凡八虐、故殺、
強盗、放火等ノ外異常法ヲ犯スニ非サルヨリハ
大抵寛恕以テ流以下ノ罰二処セシメントス。抑
刑ハ無刑二期スルニ在リ宜ク商議シテ以テ上聞
セヨ」を受け、 1870年12月、太政官から頒布さ
れ、翌年3月、各国公使配布、全国書店販売を
経て一般公布に至ったものが「新律綱領」と称
するものである。
新律綱領は、上記の通り、新政府が天皇の寛
恕の趣旨に則り、 「刑無刑に期す」の精神で編
纂した最初の本格的な刑法典である。それは、
明律を土台とし、養老律や旧幕府法が参酌され
ている。ここでは刑罰を「笞、杖、徒、流、
死」の五刑に整理するとともに、仮刑律にみら
れた老齢者、幼年者、障害者の犯罪についての
特別規定を踏襲している。 「老小廃疾収贖」の
規定である。
即ち、 「凡七十以上十五以下及ヒ廃疾之者死
罪ヲ除クノ外流罪以下ヲ犯ス者ハ収贖ス」、
「八十以上十歳以下篤疾者人ヲ殺シ死罪二該ル
者ハ議擬奏聞シテ上裁ヲ請フ若シ盗罪及ヒ人ヲ
傷スル者モ亦収贖スルコトヲ準ズ其余ノ罪ハ皆
論スルコト勿レ」、 「九十以上七歳以下ハ死罪
ヲ犯ストイエドモ刑ヲ加工ズ若シ教令スル者ア
レハ其教令者ヲ罪二座シ誠ノ償フヘキ者アレハ
其得ル者ヲシテ償ワシム」と規定されている。
そして、やはり「其罪ヲ犯ス時幼小ニシテ事発
スル時長大ナル者ハ幼小二依ッテ論ス」と行為
時主義を採用している。
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ところで、 1873年6月には「改訂律例」が頒 難い。実際、これ等は濶刑を残し、拷問を許容
布され、先の新律綱領と並行実施されている。 し、また、犯罪と刑罰の類推解釈及び情理断罪
これは、新律綱領実施後の社会情勢の変化、官 を認めるなど、罪刑法定主義の原則が無視され、
制改革等々を踏まえ、綱領の不備欠陥を補うべ
く編纂されたものであり、従来の「笞、杖、
刑罰不遡及の原則も採られていない。
かかる前近代的な刑法典における「老小廃疾
流」を懲役刑に一本化した点に特長がある。こ 者」に対する特別規定の根拠は何か。断じて今
こでも従前通り老齢者、幼年者、障害者にかか 日的な意味での保護や福祉の思想ではない。何
る特別規定「老小廃疾収贖条例」が設けられて となれば、例えば、 90歳以上7歳以下では死罪
いるが、この改訂律例では、視力障害者につい に該当する犯罪であっても処罰されず、また、
て細かい規定、また、刑罰の減免に関する制約 80歳以上10歳以下及び「篤疾之者」では死罪に
が目を引く。 該当する犯罪の外は処罰されないわけであるが、
「第四十五条：凡人ノー目を睛スルハ人ヲ廃 正しく「処罰されない」に止まるのである。高
疾二致ス律二依ルト雖モー目ノ人罪ヲ犯セハ廃 齢にして、あるいは、年少にして、また、障害
疾ヲ以テ収贖スルコトヲ得ス人ノ両目ヲ睛スル を負う身にして犯罪に着手した者への援助や手
ハ人ヲ篤疾二致ス律二依ルト雖モ盲人罪ヲ犯セ 立てを全く欠くまま彼等を犯罪に追い詰めた社
ハ懲役ハ収贖シテ死罪ハ収贖スルコトヲ聴サス 会に押し戻しているわけである。特に、成長過
「第四十六条：凡盲人及ヒ廃疾者姦盗ノ罪ヲ 程において犯罪に陥った7歳以下、 10歳以下の
犯ス者ハ律例二照シテ収贖スト雖モ其強盗強姦 子供達の健全な成育を図り、かつ、彼等を再犯
ヲ犯ス者ハ実断シテ収贖スルコトヲ聴サス 罪から守る方策は全く考慮されていない。そし
「第四十七条：凡老小及ヒ廃疾者官二在リ罪 て、 70歳以上15歳以下及び廃疾之者では、流罪
ヲ犯スニ公罪ハ官吏贖罪罰俸例図二依リ私罪ハ
官吏犯私罪律例二依ル其破廉恥甚二係ル者懲役
百日以下ハ除族二止メー年以上ハ俯ホ律二依リ
収贖セシム
「第四十八条：凡老小及ヒ廃疾者懲役終身以
下ヲ犯ス者例に照シテ収贖スルノ後再ヒ罪ヲ犯
以下の犯罪に限り、金銭の支払いで罪を免れる
ことが可能であるが、金銭支払いで罪を免れ得
ても、上記の通り社会に放置されるわけであり、
支払うべき金銭のない者は刑に服さねばならな
い（後述「懲治監」参照）わけであり、従って、
この場合、 「贖罪」は画餅にすぎない。
ス者ハ例ホ例二照シ収贖スルコトヲ聴ス若シ盗 ここにみられるものは、一言に尽くせば「寛
罪賭博等加等ス可キ再犯二係ル者ハ但加等ノ罪 恕」の思想、 「寛刑」の思想である。先に引用
ヲ宥メ本罪ヲ実断シテ収贖スルコトヲ聴サス三
犯以上ハ凡人再犯以上ノ例二照シテ加等ス
さて、以上、仮刑律、新律綱領、改訂律例と
言う明治初期の刑法典における「老小廃疾者」
に対する刑の減免規定を見たわけであるが、こ
れ等の何れもが「律」であることが物語るよう
に、古代中国法、特に、明の律を基本に、王政
復古の精神で古代日本の養老律などを参酌した
ものであり、法制の近代化が図られたとはいい
した天皇の下問に「・・・寛恕ノ政以テ下ヲ率
ヒ・・・」と語られるところのもの、即ち、為
政者の憐慇、慈悲であり、所謂「おかみの情
け」である。犯罪行為に対して刑罰をもって応
える応報刑思想の枠組みをこえるものではなく
て、社会的弱者に対して枠組みを緩めるものに
過ぎない。
しかし、新律綱領と改訂律例とが並行実施さ
れている間に新たな方向を示唆する胎動が現わ
-26-
れている。ひとつは監獄における処遇上の区別、 かくして、新政府は、 1871年2月、監獄行政に
教育的処遇の試みであり、いまひとつは「改訂 携わる刑部省高官3名を監獄制度の調査に英国
律例稿」にみられる認識である。前者について
は〔皿〕に譲り、ここでは後者について簡単に
触れておくこととする。
改訂律例稿は、新律綱領と改訂律例の改正案
として1874年に作成されたものであって、実施
領香港、シンガポール、インドヘ派遣。これら
の地は米穀を主食とするため、わが国の獄制の
参考になると考えられ、選択されたわけである
が、調査は約半年におよび、その調査結果をも
とに、翌1872年11月、 「監獄則井図式」 （太政
はされていないが、ここに幼年者の処遇につい 官達第378号）が頒布されている。
ての新たな視点が示されている。 この監獄制度調査の主管であり、監獄則草案
「年十六以下ノ者犯罪ハ童蒙ヲ懲戒教導スル 取締主管であった小原重哉自身は、倒幕活動に
学舎入レテ各年限ヲ定メ兵事諸業ヲ付シ厳則ヲ より鍛冶屋橋の牢舎につながれた体験の持ち主
立テ苦学セシム此ノ法英国二於イテ積年試ルニ で、自身の牢獄体験から監獄改良に情熱を傾け
頑悪蒙童（ママ）終二過チヲ改メ善二服シ実効 た人物といわれている。
ヲ挙ル事勝テ数フヘカラス此ノ法宜シク五刑潤 彼の語るところによれば、 「・・・京都、東
刑外二設立スヘシ」 京の獄舎及び圏と称する者を視察するに、訊絢
かかる視点は、勿論、時代の制約として、社 推究の間、寒暑に冒触して苦しみ斃れ、気息を
会防衛的、刑事政策的な色彩の濃厚なものであ 消耗して病む者甚だ多し、実に忍びざるの心あ
る。また、我が国の幼年者処遇にかかる反省に り。今見聞する所を以て敢て一言を陳す。伏て
根差したものではなく、欧米の先駆的な実践に 願くは、人を以て言を廃せざるを。方今凡百の
範をとったものに過ぎない。しかし、 「懲戒教 制度を改正せれら、執れか遺漏ありと日ん哉。
導スル学舎二入レテ・・・苦学セシム」ことを 只獄制に至ては未に大に悉さざる所あり。何と
刑の減免ではなく、刑罰外のものとして想定し なれば、即ち典憲荀も容れざる者は、犯状の軽
ており、この点、後の時代の少年非行対策を先 重を問はず逮捕して、一旦必ずシャモと称する
取りするものである。 高三尺に過ざる冥暗中に胴くまり群居せしめ、
其気息自ら太陽と疎隔し、其健康を傷害する最
Il. 明治初期の監獄制度 も甚し。是を以て、重罪囚は斧絨の未た及はざ
先に、新政府にとって、旧幕勢力の一掃と治 るに、性命已に絶へ、軽罪にして早く外間明所
安の確立、条約改正に備えた法制の近代化は、 に出るも、昔日の壮丁今日は巖弱に至る。加之
山積する問題中の重要な課題であったと述べた。 す、他の群居牢中に在ては、罪科を売買し、ロ
獄制の改革もまた同様に避けて通りえない問題・を極めて冤と呼び、或は狭陰不潔の苦楚に勝へ
であった。つまり、明治初年の監獄の多くは旧 すして、自ら匪服せんと図る者あり、是の故に
幕時代の各藩の牢屋敷を引き継ぎ、また、倉庫 断獄実を得さる者あらんを恐る。鳴呼彼も亦同
の類いを転用したものであり、西洋人に対する
治外法権の撤廃＝条約改正には極めて不備で
あった。しかも、文明国を目指す新政府として
は、監獄の有様が社会の文明のバロメーターと
いう意味においても獄制改革は急務であった。
胞ならずや、王臣ならずや、何そ残酷の此の如
くなる。今や至仁至慈の秋に当り、律法既に多
く旧規を改正す。獄制に於て登に独り然らざら
ん乎。伏して願くは、大宝の制に基づき刑部省
中に囚獄司を置き、従来の随悪不経なる弊習を
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せん除改正あらん事を・・・
「（この従来の晒悪不経なる弊習とは、例え
ば）、大牢と称する室内には執れも囚人中にて
名主、穴隠居、仁役、帳代役、上隠居及ひ二番
役より五番役に至るの名称を付し、新入りの
ヲ苦痛スル者二非ス」、 「刑ヲ用イルハ已ヲ得
サルニ出ス国ノ為二害ヲ除ク所以ナリ獄司欽テ
此意ヲ体シ罪囚ヲ遇ス可シ」、と述べられると
ころの「仁愛懲戒」の精神である。
この仁愛懲戒の精神に裏打ちされた図式監獄
シャクリと云える箇条を始めとして八箇条を設 則であるが、例えば、その懲役法をみれば、入
け、之を平ら囚人に守らしむ。此条々に背く者 獄後は先ず第五等の労役（重鎖＝鎖長五尺重五
あれは、或は之を押伏せて殴打し、或は熟睡す 百目を付けての労役）から始まり、やがて、第
るに乗し濡紙を面に覆い以て、呼吸を閉塞して 四等の労役（軽鎖＝鎖長五尺重四百目を付けて
之を殺し、或は獄丁に謀りて窃かに外間にある の労役）、第三等の労役（両欽〔あしがね〕＝
親戚より金銭を取寄せ、之を贈るの親戚なき者 足首に装着する金属・重量不詳を付けての労
は、昼夜いぶせき厠圃の傍らに祠坐せしめ、或 役）、第二等の労役（片欽を付けての労役）を
は官給の飯食を与えさる等、横恣累行枚挙に退 経て、第一等になると戒具を免じられる（但し、
あらす・・・ 外役時は、重七十目の片欽を装着した二人が長
さて、罪囚を同胞として、王臣として扱い、 一丈重四百五十目の鎖で連鎖）というが如きも
晒悪不経なる弊習の払拭を企画した小原重哉が のである。また、獄則違反者に対しては、 「第
立案に尽力した監獄則井図式（以下、後々の監 ー則棒鎖：鐵棒ヲ雨足二緊鎖シテ仔立セシム。
獄則と区別するために、慣例に従い「図式監獄 其時間二半日終日ノ別アリ・・・。第二則貶等
則」とする）は、 「興造、繋獄、懲役、疾病、 （階級の降格・引用者）：省略・・・。第三則
死亡、虜刑、官員、雑則」から構成され、技術 鐵丸：雨手ヲ伸べ重サニ貫五百目乃至三貫目ノ
的な側面の範の多くをイギリスの監獄制度に求 鐵丸或ハ他物ヲ其掌上二置キ洋時 1、2字間
めている。注目に値するのは「興造」である。 （ママ）長サ五、六十間ノ地ヲ往来セシム。第
ここでは、石もしくは煉瓦をもって建築し、放 4則擁重：雨石或ハ雨水桶ノ重サ十八貫乃至二、
射状に獄舎を配置する一望環視方式の近代的な 三十貫ノ物ヲ一荷トス往来ノ距離及時間ハ上條
構造が構想され、内部構造も「未決者ノ監」 二同ジ。第五則闇室：囚人ヲ闇室二入レ飯水ノ
「已決者ノ監」、 「女監」、 「病監」、 「懲治
監（後述）」を区別し、収容者に応じた分隔収
容が考えられ、しかも、獄舎においては「一房
一囚ヲ法卜」した分房制が採用され、これが困
難な場合の雑居房では人数を制限 (1房5人迄
の奇数）するなど、配慮が行き届いている。し
かし、このように枠組みこそは西洋風で、近代
的な装いを凝らしているが、そこに脈打つもの
は東洋古来の精神である。つまり、その冒頭に
「獄トハ何ソ罪人ヲ禁鎖シテ之ヲ懲戒セシムル
所以ナリ」、 「獄ハ人ヲ仁愛スル所以ニシテ人
ヲ残虐スル者に非ス人ヲ懲戒スル所以ニシテ人
ミヲ給シ人卜言葉ヲ接スルヲ許サズ七叢夜ヲ以
テ期トス・・・。第6則懲鞭：懲鞭ヲ加フルノ
法ハ先ズ其罪囚ノ手足ヲ甘字架二緊縛シテ其臀
ヲ笞ツ其数十ヨリ三十二至ル・・・」という罰
則が規定されている。つまり、文字通り「禁鎖
し」て肉体的精神的に「苦痛する」ものに外な
らないが、こうした苦痛もまた仁愛し、懲戒す
るものであって、国の害を除くためにやむを得
ず行うものであるというわけである。このよう
に「残虐する」といっても過言ではない懲役法
を定め、刑罰主義にとらわれた図式監獄則であ
るが、これとて小原重哉が語る旧幕時代の牢舎
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やその旧弊を色濃く残した当時の監獄と比較す
れば極めて穏健な処遇原則、理念を打ち出した
ものである。
さて、図式監獄則において構想されたところ
のものは、特にその「興造」の点において、旧
幕時代の牢屋敷、倉庫の類を「獄」とした当時
の実態とは大きく掛け離れたものであり、理想
的なものではあったが、それだけに多大の予算
的裏付けを必要とし、財政基盤のなお脆弱な新
政府にとっては重荷でもあった。それ故、司法
省方針も先ず東京府下に様式監獄を建築し、各
地方では「禁囚所遇（処遇）及ヒ懲役法」の施
行だけにとどめるものであったが、財政状況お
よび全国不統一実施を理由とする大蔵省の反対
が強く、ついに、 「詮議ノ次第有之二付当分総
テ従前ノ通可取計候此旨更二相達候事」 (1873 
年4月・太政官達）と実施が延期されている。
ところが、延期されたかと思えば、 「其地方ニ
ヨリ監獄建築無之トモ禁囚所遇及懲役法ノミ施
行之儀便利ノ地二於テハ監獄則二依リ施行可然
事更二心得此旨相達候事」 (1873年4月19日・
司法省達）と、禁囚所遇（処遇）と懲役法のみ
を施行する方向を打ち出し、また、その直後に
は「施行上二於テ別段官費二係ラサル様可致更
二心得此旨相達候事」 (1873年4月24日・司法
省達）と、予算の執行を伴わないように施行に
制限を加えている。そして、同年 5月には
「（禁囚所遇は監獄則に）照準シ取計候分ハ総
テ官費二可相立候条有無トモ至急大蔵省へ可申
立此旨相達候事」 （太政官達）と、ようやく禁
囚所遇（処遇）と懲役法の実施に関する限りは
予算的な手当てが得られるに至るという具合で
あった。
しかも、この時期、官制が改正され、内務省
の設置 (1873年）に伴って監獄事務・行政は司
法省から内務省に移され、翌1874年、裁判所所
属の監倉（未決監）を除き、全国の未已決の両
監を内務省が総括することとなり、 1876年には
監倉も内務省に総括され、全ての監獄は内務省
の管轄に置かれ、そして、東京府では警視庁が、
その他は各府県庁が直接に所管し、内務省はこ
れ等を総括する（後の集治監を除く）という体
制が整えられているわけであるが、刑事政策、
監獄行政を司る部局が安定を欠いていたことは
否めない。
このように実施方針の点でも、所管庁の点で
も紆余曲折を経たわけであるが、結局、獄舎建
築や改造などについては当面は手着かずのまま
残されざるを得なかった。しかし、部分実施と
前後して頒布された「改訂律例」において、
「凡懲役ハ平民老小婦女耀盲廃疾及ヒ無力不能
贖罪者監獄則二照シ分別シテ役二服ス」と規定
されているように、図式監獄則は監獄運営の前
提として位置付けられ、その指針として活用さ
れている。そして、当時、この「改訂律例」が
「笞、杖、流」刑を懲役刑に一本化したことか
ら、全国の監獄が収容増に悩み、円滑な運営が
阻害されると言う状況が認められるなかで、図
式監獄則に則った興味ある試みが現れている。
「懲治監」の実践がそれである。
皿監獄則井図式と「懲治監」
監獄則においては「懲治監」は次の様に規定
されている。
「此監亦界区ヲ別チ他監と往来セシメス罪囚
ヲ遇スル他監二比スレハ梢寛ナルヘシ
「二十歳以下懲役満期二至リ悪心未夕悛ラサ
ル者或ハ貧蛮営世ノ計ナク再ヒ悪意ヲ挟ムニ嫌
アルモノハ獄司之ヲ懇論シテ長ク此監二留メテ
営世ノ業ヲ勉励セシム〔二十一歳以上卜雖モ逆
意殺心ヲ挟ム者ハ獄司ヨリ裁判官二告ケ尚監二
留ム〕
「平民其子弟ノ不良ヲ憂ウルモノアリ此監二
入レンコトヲ請フノモハ之ヲ聴ス
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「凡軽囚ヲシテ書籍ヲ習読シ工業ヲ練熟セシ
メ能ク賑難ヲ忍ヒ改心シ以テオ芸ヲ成スモノハ
抜擢シテ監獄ノ下吏トスルヲ聴ス
「平民罪ヲ犯シ贖罪スヘキ者無カニシテ情実
贖スルコト能ハサルモノ実決シテ懲役スル如キ
「出獄人」に対する警戒や猜疑、不寛容、そし
て、就中、刑期満了者に拘禁を継続すると言う
人権に対する無頓着、等々、時代の制約を大き
く受けたものであるが、教育、訓練を施し、社
会で生計を営む力量を培わせることが再犯防止
ハ皆此監二入ル に役立つものという発想の芽生えが認められる
「脱籍無産復籍シカタキ者本刑懲役ノ限満チ 点、刑罰主義、い報刑思想の支配的な時代の制
シ後ハ皆此監二移シ罪囚卜区別シ工芸ヲ習慣セ 約を越えるものではある。
シメ独立活計ノ目途ヲ立然ル後本人望ミノ地へ さて、④の者を対象としては、既決監の代替
入籍セシム〔工芸二練達スレハ他囚第一等ノエ
銭法二従フ〕
である。つまり、各種の律における収贖の規定
に該当した「老小廃疾」者であって、贖罪の金
「懲治監」は混沌たるものである。ここには 銭さえあれば刑罰を免れ得たにもかかわらず、
諸々の法的立場の者が収容され、諸々の機能が 贖罪の金銭なきが故に服役を余儀なくされた者
無秩序に詰め込まれている。収容される者を分 を他の罪囚、本来の懲役囚と区別し、かつ、本
類すれば、①20歳以下の刑余者で未改善の犯罪 来の懲役執行の場とは区別されたところで、
性が強い者や環境の故に再犯危険性が濃厚な者、 「梢寛ナル」処遇を行なうものである。為政者
② 21歳以上の刑余者で逆意殺心を挟む者、③平 の憐慇、慈悲に浴し得なかった者に対して準備
民の不良子弟、④贖罪の資力なく服役する平民、 された最後の「情け」と言うべきものであろう。
⑤脱籍無産復籍し難き（身元引受人のいない）
刑余者である。
しかし、 「老小廃疾」という特性に着目し、本
来の懲役囚と場所と処遇を区別する点は、分類
①や②の20歳以下あるいは21歳以上の刑余者 収容・処遇の試みの萌芽はもいえよう。
を対象として、彼等を再犯罪の危険ありとして さて、以上の者は、少なくともかって罪を犯
収容する場合、本刑に加えて拘禁をかさねるも して刑に服しているか、刑に服した後に拘禁を
．の、本刑外の刑を課するものであり、またある 継続されている者であるが、ここで異質な存在
意味では、後年の予防拘禁的機能を果たすもの として、③の平民の不良子弟が注目される。こ
である。しかし、①や②の20歳以下あるいは21 れは、かつて罪を犯したわけでも、刑に服して
歳以上の刑余者、また、⑤の脱籍無産復籍し難 いるわけでも、拘禁を継続されているわけでも
き刑余者を対象として、 「営世ノ業ヲ勉励セ ない。親権者が不良子弟＝芳しからざる行状の
シ」め、 「書籍ヲ習読シ工業ヲ練熟セシメ」、 認められる子弟について、言わば「戒め」のた
「工芸ヲ習慣セシメ」て独立自活の力量を備え めに拘禁を「お上」に情願したものである（情
させることを企画する限りは、監獄の一部を一 願懲治）。つまり、懲戒の場を監獄に求め、監
種の授産施設的なものに活用しようとするもの 獄の一部を不良対策に利用しようとするもので
であり、将来の出獄人保護・援護の機能を果た ある。それは、懲治監における教育的・職業訓
すものである。懲治監は、①②⑤を対象とした 練的処遇が不良化の深まりに歯止めをかけ、あ
場合、この二つの機能、つまり、後年の予防拘 るいは、健全化に資することを期待したもので
禁と出獄人保護・援護の機能が混在したもので あり、また、監獄の威嚇的威圧的イメージを不
あり、拘禁によって再犯罪を防ぐという観点、 良化防止に利用しょうとした面も否めない。し
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かし、これは、結果的に、罪囚と未だ法令に触
れざる子弟を混在せしめるものであって、弊害
も多く予想され、懲治監が犯罪の学校に化する
おそれも濃厚なものであった。要するに、青少
年の不良（化）に対する最も安直な手法であり、
青少年の不良化にかかる新政府の無策を露呈し
たものといえよう。
このように犯罪学習の危険を卒んだ懲治監ヘ
の情願による入監（情願懲治）であるが、この
手続きも政府の無定見を曝け出している。東京
府に対する司法省の回答をみると、 1873年2月
7日付けでは、 「父兄等其子弟ノ不良ナルニョ
リ・・・徒場入願出ルモノハ従前御府二於テ其
情実取糸Lシノ上御差許相成来候処、右ハ専ラ聴
訟二相係リ候儀二付、裁判所二於テ取調ノ上徒
場へ差送候様被成度段御掛合ノ趣致承知候・・
・」とあり、 1874年9月12日付けでは、 「・・
・聴訟二係リ候儀二付、裁判所二於テ取調、徒
場へ差贈候様御掛合二付御差贈可有之旨御回答
二及置更二塾（ママ）考致シ候処、右ハ地方官
牧民中一部分二pt' 即チ御府ニテ懲誡誘導可相
成筋二有之、全ク訴訟二係ル事柄ニハ無之候間、
向後右等ノ者有之節ハ、其時々警視庁へ照知ヲ
経、監獄則第十条二照シ御所分相成候方卜存候
・・・」とある。ここからは、当初は行政指導
・措置であった情願懲治が裁判所の決定を要す
るものとみなされ、再び行政指導・措置として
位置付けられるに至ったことが見て取れる。
さて、懲治監の対象は既述の如く諸々の法的
立場の者であり、これが混在している。しかし、
監獄則の規定からは、それが企画したところは
容易に汲み取れる。即ち、先ず「20歳未満の刑
余者」が置かれ、 「21歳以上の刑余者」はそれ
に付随する形式で規定され、次ぎに「不良子
弟」が置かれ、そして、幼年者がその一部であ
る「贖スルコト能ハサルモノ」から「脱籍無産
復籍シ難キ者」へと続いている。それ故、懲治
監における処遇の主たる対象者が幼年者である
ことは明らかである。そして、この幼年者を成
人受刑者から隔離収容し、 「梢寛ナル」処遇を、
しかも、かなり教育的・職業訓練的な色彩を帯
びた処遇を施すことが監獄則ー「懲治監」の主
たる目的であったこともまた明白である。
勿論、予算的な裏付けは禁囚処遇と懲役法の
実施に関する限りであって、獄舎建築や改造な
どは手つかずのままであったわけであるから、
例えば、分隔・隔離収容などは構造的に徹底さ
れ難く、従って、懲治監が企画された通りに運
営され、成果を挙げ得たか否かについては大い
に疑問が残るところではある。しかし、次の表
からは懲治監が有名無実のものではなかったこ
とは見て取れる。
懲治人 脱籍無産
入監 出監 在監 在監現員
1875. 7 46 33 13 119 
~'76.6 645 410 235 768 
1876. 7 262 218 44 143 
~'77.6 1014 739 275 1021 
1877. 7 317 289 28 188 
~'78.6 1101 810 291 1024 
1878. 7 255 188 67 155 
~'79.6 1358 857 501 903 
1879. 7 243 214 29 103 
~'80.6 1482 1006 476 768 
1880. 7 148 133 15 87 
~'81. 6 1244 890 354 649 
1881. 7 154 80 74 94 
~・81. 12 588 480 108 572 
1882. 1 17 1 ， 
~'82. 12 340 241 99 
1883. 1 28 23 5 
~'83. 12 343 229 114 
入監（越人員、新入）出監（出監人員、死亡）
N. 監獄則井図式と各地の動向
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図式監獄則の頒布を契機に、各地で諸々の動 リ、使役法モ又一定ノ規則ナク、常囚卜共二就
きが現れている。 役セシメタリ。後キ十二年四月一日二至リ、別
例えば、熊谷県である。同県は、 1874年6月、 二懲治檻ノ職工場ヲ設ケタリ」と、設置の経緯、
内務省に「去ル壬申年御頒布相成候監獄則条中、 状況とその後の推移を記録している。
懲治監ノ義ハ・・・」と始まる下記のような上 山梨県では、 1875年1月、 「今般該場中休役
申を提出している。 • 日及夜間ヲ以テ読書、習字、算術等ヲ学バシメ、
「平民ノ子弟其父兄ノ教諭ヲモ不相守、怠惰 傍ラ修身講義聴聞為致候ハバ、訓誨ノー端ヲ補
放恣或ハ酒色二耽溺シ、或ハ金銭ヲ浪用スル等、 ヒ、自然廉恥ノ心ヲ生ジ、前非ヲ悔悟シ、放役
下民ノ常二苦ム処、 （しかし父兄がこの不良子 後二至リ、粗算筆治生ノ道ニモ通ジ、罪犯ヲ減
弟の非を訴え出れば、刑を受け、かつ、罪名が 少スルニ可至乎、就テハ訓導当器ノ者一名傭入、
永く官簿に残るので、親子の情において忍び難 専ラ教誨二従事為致度右給料ーケ月金八円ヨリ
く、手遅れになることがある）、今般当県二於 十円迄特別ノ御詮議ヲ以別途御下渡相成候欺或
テ監獄則中懲治監ノ例二倣イ、懲役ノ例二別ニ ハ常費金額ノ内ヲ以支払候様致シ度」と、懲治
区画ヲ定メー場ヲ設ケ之ヲ懲治場（ママ）トシ、 監における教育的処遇の充実（訓導当器ノ者一
管下人民ノ子弟不良ノ所業ヲ憂ヒ、入場懲戒ヲ 名傭入）のための予算的措置を内務省に上申し
願イ出ル者ハ入場ヲ許シ、内外適応ノ役ヲ取ラ ている。これに対して、内務省は、同年5月、
シメ、其余暇ニハ読書或ハ時々加教諭候ハハ仮 「傭入」を承認し、かつ、 「月給金別途可下渡
令充分ノ懲治二至ラサルモ十ノニ三遷善改過刑 候条人撰ノ上可申出事」と積極的な対応を示し
毀ヲ免レ候者モ可有之卜奉存候、・・」と許可 ている。
申請し、更に、懲治場設置、運用、処遇等の構 東京府では、 1876年3月、警視庁懲役署が懲
想を示しているが、その処遇構想（規則）では、 治監に限定せずに幼年囚に対する教育的処遇の
「毎朝暁二起キ掃除ヲワリ礼ヲ述合喫食ス、指 方針を策定し、警視庁に伺い出ている。少し長
揮二依テ役二付キ、拾一時過テ昼食後暫時休息、 くなるが、引用して概観しておきたい。
復従シ、五時二仕舞、洗浴済シテタ食イタシ、 「当署ノ囚徒従前ヨリ懲治駆役ノ余暇ヲ以読
八時マテ読書算術ヲ学シ九時ヨリ翌暁マテ願訴 書ヲ学バシメ候内、殊二少年ノ輩ハ正午十二時
ノ外無言。但シ、使役ノ都合ニヨリ本制ノ限二 工場ヲ引揚、専ラ学業ヲ習ハシメ、之二由テ少
非ス」と、教育的な処遇を展開している。この
許可申請について、太政官は内務省、司法省の
意見を聴した後、同年9月～内務省に対して懲
治場を懲治監として「聞届候」旨の指令を下し
ている。
シク知識ヲ開達シ、悪意ヲ悔改セシメントノ意
ナリ、然ルニ其教方皆旧来ノ風二循ヒ、書籍専
ラ四書五経ノ類二止リ、其学プ者ヲシテー理ヲ
解セシムル能ハズ、徒二厭倦ノ意ヲ育フニ足ル
ノミ、且教誨の諸事ヲ挙ゲ専ラ囚人二任ジ、曾
和歌山県では、 1875年8月、 「懲治檻」を設 テ学務担当シ勤怠ヲ督責スルノ官吏ナキヲ以テ、
置している。これについて「八年八月七日始メ 生徒往々警戒勉励ノ意二薄ク、殆ド有名無実ノ
テ懲治檻ヲ囚獄内二設ケ、人民ノ乞ヲ聴シ、不 形ヲ表セリ、故二這回全ク之ヲ改正シ、別紙仮
良子弟ヲ入檻セシム。本監ハ別二建築セシニア 規則二従ヒ鞭誘教導セバ、庶幾クハ詐偽奸猾ノ
ラズ、当時人民ノ入檻ヲ乞フ者アルニョリ従来 徒モ漸々心根二善芽ヲ生ズル者アラン乎、然レ
復籍者ヲ差置キタル房舎ヲ以テ本監二充テシナ トモ当場教誨ノ眼目ハ少シク世間卜其趣ヲ異二
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スルニョリ、教則モ亦従テ異ナラザル能ハズ、
故二当場実地ノ情勢ヲ酌量シ、別紙ノ通相定候
ニ付、御考察ノ上何分ノ御指令有之度
囚人教授方仮規則
一、教誨ノ眼目ハ専ラ道理ヲ論ジ、悔改二導ク
ヲ旨トシ、方今学則二関セズ
一、旧病檻ヲ以テ仮学校トナス
ー、校中ハ拭板ニシテ敷薦ヲ用ヒズ
ー、生徒六十名ヲ六分シテ輪番掃除セシム
一、判任官ー名等外吏ー名ヲ以テ学務ヲ兼任セ
シム
一、各檻中読書、算術ヲ兼ネ、品行良善ノ者拾
弐名ヲ撰ミ教授トナシ一人二付五名ヲ付ス
ー、囚人十八歳二満タザル者ハ正午十二時工場
ヲ引上ゲ、即時入学、三時二至テ退校ス／但
時間ヲ折半シテ算術、読書ヲ授ク
一、兼任ノ判任官ハ公務ノ余暇ハ時々校中ヲ監
督巡視ス
ー、学務担当ノ等外吏ハ校中二在ッテ終始監督
訓導スベシ
ー、生徒ノ等級ハ着手ノ上適宜之ヲ別ツ
一、生徒ノ勤学中拾八歳二至ル速カニ退校シテ
専ラ工芸ヲ習ハシム
一、入湯ノ当日二限リ、工場引揚ゲ後一時間内
二浴セシメ、午後一時ヨリ登校、学二就カシ
メ、四時二至ッテ止ム
一、十六ノ日ハ掛リ官員ニテ勧善訓蒙ヲ構ズ
一、生徒試検ハーケ月二回、十五日、廿九日ヲ
以テ定日トナシ、判任官立合等外吏ヲシテ之
ヲ検セシム
一、生徒ノ賞典ハ三級二別チ、上点ヲ得ル者五
銭、中点ヲ得ル者三銭、下点ヲ得ル者一銭五
厘、必ス試検ノ日之ヲ行フ／但筆墨紙ノ類ヲ
以テシテ金銭ヲ以テセス、試検一回ノ惣額ハ
一円二過グ可カラズ
ー、生徒ノ内怠惰ニシテ命ヲ用ズ、或ハ校内学
則二悸戻フル等ノ者ハ適宜ノ罰ヲ行フ／但罰
則ハ追テ成文スベシ
ー、授業ハ生徒卜倶二悉クー檻二処シテ檻長ヲ
シテ預ラシム
ー、退校後六十分休憩シ、四時ヨリ五時二至マ
デ授業ハ、各自ノ預ルトコロノ生徒ヲシテ、
本日授ルトコロノ句読算術ヲ復セシム（三八
ノ日入浴ノ日休憩時間を除ク）
ー、授業ハ十二時ヨリ一切他事ヲ命セス
一、授業ハ平生預ルトコロノ生徒ノ行状ヲ鼓舞
督責シ、命ヲ用ヒザル者ハ直チニ掛リ官員二
具申スベシ
ー、授教ハ其預ルトコロノ生徒ヲシテ衣服支
（ ママ）体専ラ不潔ノ事ナカラシムルヲ要ス
一、生徒中不正ノコトアラバ時宜二依リ責ヲ其
関係ノ授業二委ス
警視庁は監獄署の上記伺いについて「伺之趣
聞届候条書籍其他ノ代価取調更二可伺出事」と
承諾し、必要経費の調査、上申を指示。そして、
警視庁はその上申を踏まえて内務省に「・・・
必要ノ書籍其他トモ別紙ノ通相備度、右金額別
途至急御下渡シ相成度・・・」と予算を上申。
これに対して、内務省は、同年4月1日、 「書
面書籍其他買上代金別途渡ノ儀ハ難聞届候条」
と却下するが、 「懲役費ノ内ヨリ繰合セ買入候
儀ハ不苦儀卜可相心得事」と、懲役費の流用を
承認している。
以下、各地での動向を簡単に列挙する。
1876年2月：警視庁は伝馬町囚獄跡を仮懲治
監とし「無籍者、売淫苦役の者」を収容。
1876年3月：宮城県監獄署では教育担当者1
名を月手当7円で採用。
1876年10月：神奈川県では懲治者及び罪囚の
就学開始。看守がこれを担当。
1877年8月：茨城県監獄署では教導者 1名
（月給8円）を雇入れ
1877年8月：内務省は脱籍無産の懲治者及び
情願懲治者の外役の際に連鎖を使用することを
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禁じる（処遇の緩和）。
1878年5月：和歌山県では就学仮規則14ケ条
を定め、教師1名を傭入れ、助教（囚徒中より
選任）及び囚徒を教授。
識されていたのではないかとの疑念は拭えない。
しかし、各地で監獄則に触発された懲治監の設
置、懲治人に対する教育的処遇、懲治人から幼
年囚、罪囚への教育的処遇の拡充、等の試みが
1878年頃 ：警視庁監獄第二支署では西南戦 あったこと、しかも、紙上の計画に止まらずに、
争国事犯中青年囚5~60名に対し教育を施す為 そのための予算措置を求め、実際に人材を雇い
に雇員として教師1名を採用。 入れる動きすら示していたことが認められる。
1878年5月：警視庁市ケ谷監獄支署において、 これらの動きは逆に当時の監獄における貧弱な
幼年囚に対する小学簡易科の教育開始。その教 人的・物的諸条件に制約された処遇の限界、劣
授には昼間は四谷,j哨坊瀦t員を嘱託。夜間は国 悪な処遇実態を今日の我々に露呈するものでは
事犯がこれを担当。 ある。しかし同時に当時の監獄の不備、弊害を
1879年3月：福岡県監獄署では就学教則を設 憂うる声が現場にあったことの傍証でもある。
け、学科を読書、習字、算術とし、読書では日 つまりは、こうした試みを除いては、各地の監
本外史、国史略、西洋事情、勧善訓蒙、博物新 獄の大部分は旧態依然たる状態であったわけで
篇を教科書として歴史、修身に関するものを教 あり、しかも、かかる試みが予算的制約から容
授。就学時間は夕食後夜9時に至る間とされた。 易には達成され難い状況にあったこと、また、
1879年4月：青森県監獄署では、禁獄並びに 政府部内にも柔軟な姿勢と現場を規制する姿勢
懲役の国事犯が悔悟謹慎し、其改悛の実績顕然 とが混在していたことも否定できず、従って、
かつ囚徒の教育に従事尽力尋常ならざるを以て これ等の試みは文字通り「先駆的な試み」で
特典減等に係る。 あって、監獄運営の全般的な動向を代表したも
1879年頃 ：山形県監獄署では、師範学校教 のではなく、過大にも過小にも評価できないも
諭・腸原彊里、太田政徳の2氏に囚人教育を嘱 のである。
託して日曜日午後に教育を施す。
1880年1月：福岡県では、教師を雇入れ、罪 V. 宣教師J.C. ベリーの獄舎報告書
囚中15歳未満の者を正午より就学させる。 さて、前段に見た先駆的な試み、教育的処遇
1880年1月：内務省は通達によって、未丁年 の試みの意義を認識する意味からも、この時期
懲役囚の半日学習時間は「厚遇に過ぎ、罪囚を に一般的であった劣悪な処遇実態を垣間見る資
懲治する精神に背き、甚穏当ならず」、 「土曜 料を呈示しておきたい。
半日及日曜日を以て教授し且終役後便宜時間を 即ち、米国人宣教師ジョン・シー・ベリーの
限り教授することを得」と規制。 獄舎報告書である。同宣教師は、内務省の嘱託
以上の資料中、例えば、和歌山県や熊谷県で を受け、自費で関西各地（大阪、兵庫、飾磨、
は、懲治監設置の理由として、 「人民ノ入監ヲ 京都）の獄舎を視察し、 1876年8月、その結果
乞フ者アルニョリ」、 「管下人民ノ子弟不良ノ を時の内務卿・大久保利通に提出している。そ
所業ヲ憂ヒ、入場懲戒ヲ願イ出ル者ハ入場ヲ許 の報告書に於いては73項目に及ぶ啓蒙的意見が
シ」などと情願懲治が前面に置かれており、 述べられており、その後の監獄改良に影響を与
従って、各地の監獄署＝処遇現場では懲治監に えているが、それは同時に当時の監獄の実態を
おける幼年囚の教育的処遇は二次的なものと認 伝えてくれる書でもある。そのごく一部を以下
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に取り上げたい。
「疑問第四條：牢獄中に罪人分科の方法を設
けらるる欺。若し然らば其の用法及び夫の結果
は如何。年少罪を犯すもの老詰の犯徒と認めら
るる者の為に畠惑煽動せらるるを防逼する事に
尽力せらるる欺。
兵庫縣答：未決の囚の重き者は本牢に入れ、
軽きものは仮牢に入れる。已決は懲役とし、本
籍吟味中の者は留置に虞す。継て年少年老の別
なし。女檻・病檻は圏の如し。
大阪府答：罪人は同類、手合、初犯、再犯、
軽重を園分して、悪誘なからしむ。一房に一名
或は二名頭たる者を置き、畠惑煽動なき様注意
せしむ。
〔意見〕 ：監獄則に日く。未決者入獄の節初
犯若くは再三犯を糸Lすは獄吏の専任たり。若し
再三犯なれば之を裁判所に告ぐ。初犯の者と獄
を同居せしめず。其の悪事を誘導するを恐れて
なり。
・・・拙者の閲検せし牢獄中に施行せられし獄
則の嘗を得ざるが為め、拙者は其の獄中に初犯
少年と久しく悪事を業とし、・・・再び繋獄の
罪を受けたる老詰の犯徒と同房に相雑居し、而
して自由に接話する事を許され、為めに其の老
詰の犯徒は曾て自ら経験せし悪事の功績を追想
し出し、是れを其の少年の犯徒に教諭し、加之
其の仲間内に梢改心の徴候を顕す者を捜出し、
百万其の志を嘲笑煽動するが如き弊害を目撃し
たりき。此の如く囚人交話の官制なく、夫れが
ため・・・囚人をして益々罪悪の心を生ぜしめ、
加之更に悪事の新工夫を得せしめ、為めに牢獄
は罪人共を教化、且つ其の懲罰のために設けら
れたる場所と稽するより寧ろ罪悪の学校と称す
るに如かざる事前顕を以て瞭然たり。然り而し
て拙者は大阪の本牢に於て囚人共の相接話する
を目視せしに因り、同所詰の年少の官吏に質問
せしに、官吏の返答には其の節一房囚人の内互
に籟盗及び穿屋法の最も巧妙なる方法を講究錬
磨するの接話を聴聞したりと。また嘗時此の説
法を聴聞し居りたる囚人は感歎して日く、鳴呼
果して然るか、我輩他日解放の自由を得、然る
後ち其の法を験試すべしと登言せしを聞知した
りと。 ・・・到底囚人の心を改良することは出
来難き事なり。・・・
疑問第六條：獄吏は第一何等の才能を以て鋏
くぺからざる者と倣す欺又大半は此の才能を有
する欺。
兵庫縣答：破牢逃逸を禦ぎ得るを第一才能とす。
大阪府答：身髄健康にして武術を心得たる者及
び粗ほ文筆に通ずる者を用ふ。大半此の才能を
有す。
〔意見〕 ：・・・若し果して囚人の婦善を以
て獄舎統轄上第一の目的と認めらるるならば、
何故に唯身髄の強壮にして且つ武藝に達したる
のみの才能を有するものに荀くも重要なる獄吏
の職を任ぜられる欺。 ・・・夫れ、人民社会
（罪囚も亦此の内に含蓄す）の服従は肌力に
因ってより寧ろ多く脳漿力に因って獲らるるべ
きものなり。 ・・・蓋し拙者の巡験せし牢獄に
於ける獄丁は故なく罪囚を譴責し、為めに罪囚
と獄丁との間に葛藤を生ずる事曾て拙者の聞知
せし者をして果たして信ならしめば、其の例甚
だ稀有に非さるが如し。
・・・拙者は就中大阪の牢獄に於いて、獄丁の
粗暴にして且官制なき形情目視し、甚だ痛哭の
至りに堪へざりしなり。 ・・・
疑問第十一條：入獄の時に嘗って其の生業を
知る者幾千なる欺。
兵庫縣答：生業を知る者甚だ少し。
大阪府答：多くは農工商の類にして其の精細
の調べなり難し。
〔意見〕 ：今牢獄に工業の種類を増加せば、
囚人の努役は今より一層許多の利益を生ずべき
事・・・瞭然たり。
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疑問第十二條：罪人牢内に在りて生業を學び
倣す欺。
兵庫縣答：生業を學ばず。
疑問第三十六條：罪人の為めに牢内に書籍を
備ふるか。而して其の書類は何ぞや。
兵庫縣答：書籍を備へず。新聞紙を興ふるの
大阪府答：牢内に在りては生業を學び倣す事 み。
なし。・ 大阪府答：囚人の望みに任せ、妨なき書籍は
疑問第十三條：罪人牢中自助の術業（その放 是を許して貸し興ふ。
囚の時に嘗つて惇厚の生を助くる櫂力）を學ぶ 〔意見〕 ：拙者は罪囚の為めに書籍を備へら
を以て緊要と倣す欺。然れば何を以て此れを能 れざるに於いて慨嘆の至りに堪えずと雖も、今
し得るか、而して其の結果如何。 貴政府は罪囚に書籍を供せんと欲するを以て、
兵庫縣答：自助の業術を學ぶを緊要とする事 却って拙者は欣喜の色を顕はすに至りしなり。
勿論なりと雖も、恨むらくは未だ恰嘗の法を得 ・・・」
ず。 以上、長々と引用したJ.C. ベリーの「獄
大阪府答：入牢中自助の術業なし。 舎報告書」からは、当時の監獄では、既に監獄
〔意見〕 ：荀も囚人己れの身を重んずる意を 則が実施されている（禁囚処「所」遇、懲役法
鼓舞し、又其の善良なる行状及び其の勉強心を に限られてはいるが）にもかかわらず、服役者
勧励せんと欲せば、宜しく各囚をして生業を學 の「質」に応じた分隔収容が普及せず、 「罪悪
ばしめざるを得ず。而してその工業に達したる の学校」と言う体をなし、監獄官吏の多分に恣
ものへは其の益の内より幾分かその努役賃に充 意的な暴力が支配し、服役者の読・書・算のカ
て、之を囚人授興すべし。・・・斯の方法を施 量や職業上の技能を把握することも試みられず、
行するには、各囚へ嘗用の器械類を貸し渡し、 服役者への教育的な働き掛けや職業訓練は皆無
而して是を教育するため、別に巧者なる職人を であり、かつ、服役者向けの図書も未整備で
雇入れざるべからず。蓋し此の如き職人は常に
犯徒の内に多少見出し能ふべし。而して神戸の
あったことを知ることができる。そして、こう
した実態に対照すれば、先に紹介した各地での
獄舎には罪囚百人中に大約二十人程は練て巧者 試み、動向が一定の評価に値するものであるこ
なる職人なり。・・・ とは明かであり、新政府の健全な側面と言うべ
第三十四條：其の牢内に入れるを得るときは、 きものであろう。
罪人の能＜讀書寓字する者幾千なるか。 一まとめにかえて一
兵庫縣答：試験せず。 わが国において、非行少年が刑罰の対象外と
大阪府答：繋獄する時、能＜讀書寓字する者 されるまでには、いま暫くの時を要する。一方
取糸Lさざる故、員敷知れ難し5 では、旧刑法、監獄則改正、再改正、改正刑法
疑問第三十五條：牢内に在りて罪人に讀書習 （現行刑法の原型）、監獄法制定などを、他方
字の術を教ふるか。 では、宗教家などの民間篤志家の活動、私設感
兵庫縣答：教えず。 化院の設立などを待たねばならない。感化法、
大阪府答：讀書習字の術教ふるなし。 旧少年法、矯正院法、等々が日の目をみるのは、
〔意見〕 ：文盲なる罪囚の教育は、その改悪 つまり、非行少年を監獄の塀の外で独自の存在
錨善を得せしむるに因り、第一重要なるものな として処遇する体勢が整うのは、 20世紀に入っ
り・・・ て後のことである。そこに至るまでは、懲治監
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が非行少年の処遇の主たる場であり、監獄制度 開』：矯正協会、昭和59年
改正などに伴って懲治監自体が整理され、興味 小川太郎・中尾文策『行刑改革者たちの履歴
ある試みが為されて来ているが、このあたりは 書』：矯正協会、昭和58年
また稿を新たにしたい。 朝倉京一、佐藤司、佐藤春夫、森下忠、八木陽
之編集『日本の矯正と保護・第1巻・少年編』、
ー参考文献ー 『日本の矯正と保護•第 2 巻·行刑編』 ：有斐
財団法人刑務協会編『日本近世行刑史稿・ 閣、昭和56年
下』：矯正協会、昭和18年、昭和49年復刻 守屋克彦『少年の非行と教育』勁草書房
財団法人矯正協会編『少年矯正の近代的展 1979年
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